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女性雑誌『VERY』にみる幸福な専業主婦像
り迎えワンピース”着まわし法」（同年７月号）、「実例 マ
タニティ服に見えないマタニティ服」（同年11月号）、「読者
実験試着 ご挨拶まわりの服選び」（2000年１月号）、「行き
先別『ランチ服』選びの結論」(同年３月号）、「ベビーカー
トと合わせるカジュアル」(同年４月号）、「目的別 好感度
アップの『お正月』ニット」（2001年１月号）、「私の“運動
会”カジュアル」（2002年10月号）、「『学校行事』対応メー
ク」(同年11月号）などの記事が例として挙げられる。
11)坂井幸雄『 』編集長（元『 』編集長）の談話
（「バブル体験組の40代女性たち 主役感 いまだ健在」朝
日新聞朝刊2002年７月23日付）。
12)? の中で私にいちばん影響を与えたのが『趣味から
始めた仕事』でした。このコーナーに載っている方々を見る
たびにステキだなぁと憧れ、私も何かしたいと常々思って
いました。好きなこともたくさんあって、手先も不器用なほ
うではないけれど、それを仕事にするほどではありません。
生き甲斐を見つけあぐねてため息ばかりついていましたが、
止まっていては何も始まらないし、とりあえず好きなこと
から始めてみようとようやく踏み出したのが今から2年前。
生まれて間もなくの二女を置いていくのは少々気が引けま
したが、とにかくできるところまで…とシュガークラフト
教室に通い始めました。このたびやっと講師資格をとるこ
とができ、シュガークラフトサロンを開くことに。家を新築
する際に、自宅で教室を開けるよう設計してもらい、夢の第
一歩を歩き始めたところです。大田区 田邉美佐紀」（2001
年10月号）。
13)自らのファッション遍歴と私生活を公開したエッセイの
中で黒田は、モデルの仕事は周囲が思うほど忙しいもので
はないが、復帰ができたのは、家族、とりわけ、二世帯住宅
の階下に住む義母の惜しみない協力があることを明かして
いる［黒田2002129-131］。さらに、普段の生活について
は、次のように綴られている。「ウィークデイは、朝は子供
のお弁当を作り、家族を送り出し、掃除や洗濯の家事をこ
なす普通の主婦の生活を送っています。午後は子供のお𥡴
古ごとの送り迎えをする日もあります。夕方になると晩御
飯は何にしようかしらと買い物に出かけ、自分が食べたい
ものがあるときはすぐに献立が決まるものの、食べたいも
のがない日はあっちこっちを右往左往してしまいます。そ
して、夕食前には愛犬ロビンのお散歩に行くのが日課です。
週末は子供の用事や家族の外出と、１日中家にいることは
少ないかもしれません。こんな日々を送っている私も、負
担にならない程度に、月に１回ずつの２つの習い事をして
います。ひとつは鎌田寛子先生のお料理教室です。もうか
れこれ７年ほど通っています。メンバーは子供が幼稚園の
ころの仲良しママグループ。幼稚園の送迎がなくなると、
なかなかみんなで集まる機会がなくなってしまいます。だ
から、月に１回お料理を習って、友だちと会っておいしい
ものを食べる、という趣旨で始めました」［黒田2002135-
136］。このような黒田の日常生活は、『 』の読者モデ
ル紹介文と見まがうかのようである。黒田の存在そのもの
が、『 』の典型的読者の体現であるといえよう。
14)?お受験失敗で手にした心の処方箋」(2001年９月号）、
「子宮ガンを乗り越えて知った幸せの法則」(同年11月
号）、「離婚は幸せへのプロローグ。結婚４年目の決断」（2002
年１月号）、「もう一度、幸せになりたい?シングルマザー９
年目の恋」（同年３月号）、「プチいじめを克服して公園
“再”デビュー」（同年４月号）、「夫の事業失敗、嫁姑問題
…。試練をチャンスに変えた理由」（2002年５月号）、「７年
の不妊治療でたどり着いた私らしい生き方」（同年６月
号）。
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